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④

⑤

⑥

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析
された上で、放課後等デイサービス計画が作成
されているか

活動プログラムが固定化しないよう工夫されて
いるか

放課後児童クラブや児童館との交流や、障害の
ない子どもと活動する機会があるか

0%

ご意見

4% 0% ・実際に普段の様子を見たり、子どもの人数を聞いたりしていな
いので分からない。

職員の配置数や専門性は適切であるか

事業所の設備等は、スロープや手すりの設置な
どバリアフリー化の配慮が適切になされている
か

子どもの活動等のスペースが十分に確保されて
いるか

チェック項目 はい どちらとも
いえない

いいえ

96%

保護者に対して面談や、育児に関する助言等の
支援が行われているか

⑨

68% 32% 0%⑧

支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明
がなされたか

80% 20% 0%

12%

56%

88%

56% 16%

・専門性の資格を保持しているスタッフは在籍しているようだ
が、それが活かされているかは分からない。
・送迎時にお話ししかできないので、スタッフの専門性について
は分からない。

24% 0%

84% 16% 0%

76%

16%

・子どもの特性を見極め、必要な支援を綿密に練っていただきた
い。
・多岐に渡るプログラムを用意してくださるので、子どもが色々
な体験をさせていただいてます。

・子どもが楽しめるプログラムが豊富でありがたいです。
・同じプログラムがほとんどなく、様々な体験をさせていただい
てます。

・コロナ過というのもありますので、他の団体等の交流は特に希
望しません。

8% 56% 36%

28%

16% 0%

・大きな行事（イベント）で保護者同士が顔を合わせることがで
きれば十分だと思います。

・緊急時や困った事態になった時には、迅速で丁寧に対応してい
ただき心強かったです。

・いつも子どもたちの様子をブログや写真のアップデートをあり
がとうございます。
・毎日活動写真をアップいただけるので、事業所での様子がわか
るのでありがたいです。

・SNSを使った連絡手段があると便利です。

・利用があった日には、職員さんから事業所での様子を連絡いた
だけています。

44% 44%

84% 16% 0%

80% 16% 4%

68% 12% 0%

・コロナ過で面談がなかったが、今後コロナ過が収まって来たら
面談を実施されることを期待します。
・送迎時や連絡帳のやり取りで十分子どもの様子が伝わり満足し
てます。

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解がで
きているか

保
護
者
へ
の
説
明
等

⑦

⑩

【 保護者向け 】 放課後等デイサービス 評価表アンケート
配布数 回収数
回収率 100.0%

25 25

84%

12%

⑪

⑫

⑬

⑭

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等
により保護者同士の連携が支援されているか

子どもや保護者からの苦情について、対応の体
制を調整するとともに、子どもや保護者に周
知・説明し、苦情があった場合に迅速かつ適切
に対応しているか

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や
行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自
己評価の結果を子どもや保護者に対して発信し
ているか

子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮がなされているか

個人情報に十分注意しているか

・毎回の様子は連絡帳を読めば分かるので、送迎時の時には、そ
の日の様子を個別支援計画書の内容に合わせて説明して欲しいで
す。
・子どもの課題に対して具体的にどのような支援がされているか
は分からない。

28%



◆ご意見に対する対応について

・いつもありがとうございます。
・子どもが毎月の活動プログラムを見て興味を示しており、楽しく通ています。
・学校がお休みの日は外出が多く、色々な場所に連れて行っていただき子ども楽しそうにしてます。
・送迎時にその日の様子を伝えてもらっているが、支援計画書に沿った発達の状況や課題、支援内容についての話がない。もう少
し詳しく支援内容についてお話をうかがえる機会があれば保護者として子どもを安心してお任せできると思います。
・毎月考え込まれたプログラムカレンダーを楽しそうに見ています。スタッフの方々も皆さん感じが良く、安心して預けられま
す。
・ホームページでの活動日記でその日の様子を写真や文章で確認できるので、毎日欠かさずチェックさせていただいてます。
・子どもが料理をすることに段々と興味を持ち始めているので、昼食作りやお菓子作りの活動が増えると嬉しいです。
・平日も近くの公園などちょっとした外出が増えるといいなと思います。
・工作など手先を使った工作が本人にとって難しい活動の場合、スタッフさんがサポートに入っていただいているので安心してま
す。
・子どもの何気ない変化にも気づいていただき、連絡帳や送迎時に伝えていただけるのはありがたいです。
・毎回楽しめるプログラムが用意されており、子どもも飽きずに楽しく通っています。親だけでは思いつかないプログラムもあっ
たりするので、家でもやってみようかなと余暇活動の参考になります。
・コロナ禍でありながら感染拡大に気をつけながら、子どもたち一人ひとりの支援をしていただきありがとうございます。
・送迎をスタッフお一人でされている時は、ベルトを取ってしまったりする子がいたりしないか心配な時あります。
・コロナ過ではありますが、保護者同士の関りを持てる機会がありますと嬉しいです。

72%

88%

⑮

⑯

⑰

◆ご意見・ご要望など

・避難訓練は毎月訓練をしていただいております。

・外出や活動内容のバリエーションが豊富で子どもが楽しみにし
ている。
・自ら進んで行きたいとは言いませんが、行けば楽しんでいるよ
うです。
・プログラム表を見て、いつも楽しみに通っています。
・個別支援計画書に基づいた療育を充実させていただきたいで
す。
・通い始めてから、生活の様々な場面で初めてのことでも挑戦す
る場面が増えて感謝しています。
・子どもの課題や成⾧に向けた支援がどのように行われているか
分からないので不安な面もあります。

12% 0%

92% 8%⑱

非
常
時
等
の
対
応

・保護者同士の交流について
保護者様が交流出来る場はコロナ禍ということもあり多くは実施できていませんでした。コロナ過における感染拡大が続く世の中に対し、少しでも情勢が落ち着き
安心して実施が出来ると判断が出来た場合、今後保護者会の実施をしていきたいと思います。また、保護者様がお子さんと参加が出来るイベントや活動を設け、保
護者様同士の交流・関わりが持てる機会を徐々に増やしていけるようにしていきます。
・保護者様との面談や、育児に関する助言等の支援について
昨年は個別支援計画書作成時の面談はコロナ禍のため実施できていませんでした。しかし、保護者様からのご要望もあり、今年の10月頃から対面やオンラインでの
面談を再開しました。まだ全ご家庭との面談は行えていませんが、来年以降も引き続き行っていき、保護者様と一緒にお子さんの支援内容について考えていき、よ
り良い支援・サポートが出来るよう努めてまいります。
・コロナ過は続きますので、今後とも子どもたち・職員・来客者の検温の徹底、手指の消毒、事業所内の換気等、感染防止対策に努めてまいります。
・常に子どもたち一人ひとりに寄り添ったプログラム内容を考え、今後も子どもたち一人ひとりが様々な体験・経験が提供出来るように努めていきます。平日にも
近くの公園などに外出を行っていく機会を増やしていきたいと思います。
・ホームページの活動日記については、今後とも継続して行っていき、保護者様にその日の活動がより伝わるように努めてまいります。

0%

24% 4%

88% 12% 0%

満
足
度

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説
明されているか

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、
その他必要な訓練が行われているか

子どもは通所を楽しみにしているか

事業所の支援に満足しているか



配布数 9 回収数 9
100.0%

⑰
日々の支援に関して正しく記録を取ることを徹
底し、支援の検証・改善に繋げているか

67% 33% 0%
・日々の記録に関しは欠かさず行っているが、
人によって書き方が変わってくるので、事業所
として統一出来るようにしていく。

⑯
支援終了後には職員間で必ず打ち合わせをし、
その日行われた支援の振り返りを行い、気づい
た点等を共有しているか

33% 22% 44%
・毎日は出来ていないが、週に1回職員間で
ミーティングを行い、子どもたちの支援方針や
支援内容について話し合っている。

・毎月職員間で話し合い、その都度子どもたち
一人ひとりに合ったプログラムを立案してい
る。

⑫
活動プログラムが固定化しないよう工夫してい
るか

100% 0% 0%
・プログラムが固定化されないように季節感が
感じ取れるものや、子どもたちの趣味趣向に合
わせたプログラムを行っている。

⑮
支援開始前には職員間で必ず打ち合わせをし、
その日行われる支援の内容や役割分担について
確認しているか

100% 0% 0%
・朝礼や昼礼を通して職員間の認識をまとめて
いき、支援や各担当業務を行っている。

⑭
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を
作成しているか

78% 22% 0%
・曜日や子どもたちの人数に合わせて、活動の
形態を変えていき、計画を作成している。

・事前にアセスメント用紙や最近の様子などを
聞き、把握している。

⑩
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化
されたアセスメントツールを使用しているか

78% 11% 11%
・事業所内で決めた標準化されたアセスメント
ツールを用いて行っている。

適
切
な
支
援
の
提
供

⑨
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後
等デイサービス計画を作成しているか

78% 22% 0%

⑪ 活動プログラムの立案をチームで行っているか 100% 0%

⑬
平日、休日、⾧期休暇に応じて、課題をきめ細
やかに設定して支援しているか

78% 22% 0%
・しっかりと毎回見通しを持って課題を設定し
ていき、支援している。

0%

・コロナ過のため行えていない。

0%
・この自己評価の結果を、事業所の会報やホー
ムページ等で公開している。

⑦
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげているか

44% 56% 0%
・第三者による外部評価を行い、評価結果を業
務改善につなげている。

業
務
改
善

④
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設
定と振り返り）に、広く職員が参画しているか

67% 33% 0%

⑥
この自己評価の結果を、事業所の会報やホーム
ページ等で公開しているか

67% 33%

⑧
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保しているか

22% 67% 11%

33% 22% ・入口がスロープになっている。

・定期的に実施している。

⑤
保護者等評価表を活用する等によりアンケート
調査を実施して保護者等の以降等を把握し、業
務改善につげているか

78% 22% 0%
・アンケート調査を実施して保護者等の意向等
を把握し、業務改善につげていけるように職員
間で話し合い、その都度改善している。

【 事業者向け 】 放課後等デイサービス 評価表アンケート

回収率

チェック項目 はい どちらとも
いえない

いいえ 改善目標、工夫している点など

環
境
・
体
制
整
備

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適
切であるか

78% 22% 0% ・適切な広さを持って行えている。

② 職員の配置数は適切であるか 89% 11% 0%
・利用者の人数に合わせた人員配置ができてい
る。

③
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置な
どバリアフリー化の配慮が適切になされている
か

44%



・子どもや保護者様から苦情があった場合は、
迅速かつ適切な対応を心がけて行っている。ま
た、今後同じような内容の苦情が出ないような
体制作りを職員間とミーティングを行い作って
いる。

・その都度保護者様から不明な点が上がってき
た場合は、内容に合わせて丁寧で分かりやすい
説明を心がけて行っている。

㉛
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適
切に応じ、必要な助言と支援を行っているか

100% 0% 0%
・送迎時や面談時に保護者様から、お子さんへ
の悩み事や相談事があった場合は、その都度
行っている。

㉟ 個人情報に十分に注意しているか 89% 11% 0%
・個人情報には十分に気をつけ、各個人の情報
はキャビネットにて保管している。

㉞
定期的に会報などを発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し
て発信しているか

100% 0% 0%
・定期的に会報を発行し、事業所内での活動や
行事予定について発信している。

・送迎時や面談時に保護者様から、お子さんへ
の対応方法に聞かれた場合は行っている。

㉘
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか

100% 0% 0%
・送迎時や面談時に保護者様には、お子さんの
発達の状況や課題について説明を行い、ご理解
いただいている。

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

㉚
運営規程、支援の内容、利用者負担等について
丁寧な説明を行っているか

78% 22% 0%

㉜
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開
催する等により、保護者同士の連携を支援して
いるか

44% 44% 11% ・コロナ禍のためできていない。

㉝

子どもや保護者からの苦情について、対応の体
制を整備するとともに、子どもや保護者に周知
し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応し
ているか

78% 22% 0%

・実地はできていない。

㉔

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所か
ら障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、
それまでの支援内容などの情報を提供する等し
ているか

11% 89% 0% ・該当者なし

㉗
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加して
いるか

11% 78% 11% ・実地はできていない。

㉖
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害の
ない子どもと活動する機会があるか

11% 78% 11% ・イベント等で兄弟児などと交流がある。

・該当者なし

㉓
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こ
ども園、児童発達支援事業所等との間で情報共
有と相互理解に努めているか

44% 44% 11%
・コロナ過ということもあり、実地できていな
い。今後は園と確認して可能であれば対面やオ
ンラインを用いて情報共有を行っていく。

・基本的には児童発達支援管理責任者が中心と
なって行っている。

㉑

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交
換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整
（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適
切に行っているか

78% 22% 0%
・日々保護者様や学校からいただいた情報につ
いては職員が確認できる連絡ツールを用いて報
告している。

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

⑳
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議に
その子どもの状況に精通した最もふさわしい者
が参画しているか

89% 11% 0%

㉒
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合
は、子どもの主治医等と連絡体制を整えている
か

44% 56% 0%

㉕
児童発達支援センターや発達障害者支援セン
ター等の専門機関と連携し、助言や研修を受け
ているか

56% 33% 11%

㉙
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対してペアレント・トレーニング等の支援を
行っているか

33% 67% 0%

⑲
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わ
せて支援を行っているか

67% 33% 0%
・その都度確認をしてガイドラインの総則の基
本活動を複数組み合わせて支援を行っている。

⑱
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイ
サービス計画の見直しの必要性を判断している
か

67% 33% 0%
・定期的にモニタリングを行い、放課後等デイ
サービス計画の見直しを行い判断している。



0%
・定期的に職員と子どもたちが一緒になって非
常災害や防犯を意識した避難訓練を行ってい
る。

◆改善目標

㊸
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有
しているか

89% 11% 0%
・ヒヤリハット内容については、事例集を作成
をして事業所内で共有できる状態になってい
る。

㊷
食物アレルギーのある子どもについて、医師の
指示書に基づく対応がされているか

67% 33% 0%
・食物アレルギーについては医師や保護者様か
ら頂いた指示書を基に行っている。

・ミーティングにおいて子どもたち一人ひとりの支援内容の確認や職員間での支援方針の理解を図り、より良い支援が行えるよう
にしていく。また、常日頃変わっていく子どもたちの趣味趣向に沿った活動を行っていき、子どもたち一人ひとりが充実した時間
が過ごせるようにしていく。
・お子さんと一緒に保護者様が参加が出来るイベントや保護者様同士の交流・関わりが持てる機会を増やしていけるようにしてい
きます。保護者会の実施は考えていますが、未だ感染拡大が続くコロナ禍であるので、世の中の情勢が落ち着いたら実施したいと
考えています。
・多角的な視点から子どもたちの支援を行っていくために、幼稚園や児童発達支援センター、発達障害者支援センター等の専門機
関と連携し子どもたちの支援を行っていく。

非
常
時
等
の
対
応

㊳
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症マニュアルを策定し、職員や保護者に周知し
ているか

56% 44% 0%

㊵
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしているか

56% 44%

11% 0%

0%
・職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
している。

㊶

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等
デイサービス計画に記載しているか

89%
やむを得ず身体拘束を行うかについて、組織や
職員間で決定し、子どもや保護者に事前に十分
に説明し了解を得た状態になっている。

・緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症マニュアルを策定し、職員や保護者に周知
している。

㊴
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を行っているか

100% 0%

㊲
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開
かれた事業運営を図っているか

22% 67% 11% ・コロナ禍のためできていない。

㊱
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情
報伝達のための配慮をしているか

78% 22% 0%
・障害のある子どもや保護者との意思の疎通に
ついては、その人に伝わる方法を用いて情報伝
達を行っている。


